
2024年 3月 10日

森林を守ろう 1山陰ネットワーク会議

事務局 様

会員名 木育サポー ト
代表

森のきこり

森下

「交流助成事業」活動実施報告書

1`開催日時 2024年 2月 25日 (土)10:00～ 14:00

2.会  場   松田家住宅 (湯梨浜町泊)、 河本魚店 (湯梨浜町松崎)

3.参加者  合計 19人  [2団体、個人 8人 ]

団体名・個人名 参加人数 団体名・個人名 参加人数

①  (個人)小林優貴秀その他合計 8名 8人 ③

②  木育サポート 森のきこりん 6人 ⑨

③  讃郷愛林協会 5人 ⑩

④ ①

⑤ ⑫

⑥ ⑬

⑦ ⑭

4.活動内容

(1)松田家住宅見学会

10:00ヘン12 :00

① 活動の一つ、木の文化を知り学び伝えるための研修を実施。

② l日宅解体古材と自家森林伐採木を使用した日本在来工法住宅を見学。

③ 曾祖父が植えた「あすなろ、杉」材を贅沢に使い、設計士 。工務店と

職人 (左官・建具・板金・屋根)の地元名工の技術も見学。

(3)講演会・交流会   12:00～ 14:00

食事後、講演会「日本住宅」実施。講師 :小林優貴秀設計士。

交流会で主催者の木育事業紹介。

参加者は木造住宅、森林、SDGsに 関心がある人たちで、森や木材利用
の大切さを再認識。本造住宅に関わる人たち・業界にも想いを寄せること

が出来た。

5.交流事業の写真

別添

以上



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「松田家住宅見学会」   主催 木育サポート 森のきこりん  後援 森林をまもろう！山陰ネットワーク会議   2024.2.25 

 

[サイドバーは、テキストの重要なポイントを強調したり、スケジュールなどの情報を追加して簡単に参照できるようにしたりするのに便利です。 

これらは通常、ページの左側、右側、上部、または下部に配置されますが、ドラッグして好きな位置に簡単に動かせます。 

内容を追加する準備ができたら、ここをクリックして入力を始めましょう。] 



「200年木造住宅松田邸」アンケート結果 2024.2.25 回答　17名

■今回のイベントについて

●よかったと思うものは？（２つまで）※２以上の回答あり

① 住宅見学 17

② 講師の話 15

③ 昼食＆交流会 3

④ 泊の町並み

■今後希望する森林環境研修会は？　※複数回答あり

① 森林教室や自然観察会 7

② 活動の趣旨に合う名所・先進地の見学 9

③ セミナーや講演 1

④ 他団体との交流会 4

⑤ その他 1 （鳴石の浜の見学と清掃活動など）

■年齢

① 10歳未満 ⑥ 50歳代 5

② 10歳代 ⑦ 60歳代 6

③ 20歳代 ⑧ 70歳代 5

④ 30歳代 ⑨ 80歳以上 1

⑤ 40歳代

■「木育サポート森のきこりん」の活動について

① 会員として参加している 6

② 会員として参加してもよい 1

③ 会員として参加は難しいがイベント情報は知りたい 6

④ その他 2

・趣旨の理解できる活動は参加したい。

・木製工作の色々を平行して紹介していけたらと思った。

・自然観察指導員をしていて、子どもの観察会、ふれあいづくりをやっているが参加者が

　年々少なくなり自然とのかかわりも少なくなる現在、難しさを感じている。

■今回の特別見学企画の感想

● 古民家の移築を通して新しい感覚を取り入れて新しいモダンな住宅と感じた。

（温故知新ということばが頭に浮かんだ）

● とてもよいものを見せていただき感謝しています。

● 松田さんと小林さんの関係も背景として語ってもらいとても楽しく聞かせてもらった。

● 施主の思いと設計士さんとのつながりでできた住宅、その間に地震もあり年月が



かかった住宅。背景のストーリー含めてみさせてもらい、奥様の話も聞けてよかった。

暮らしが見える建物、住んでいる人の思いが見えました。

● 移築がどれだけ手間、暇、お金がかかるかよく分かりました。

情熱もなければできない事も。

● 古いものを大切に、古材を生かす精神に心を打たれました。古材を生かす考えに賛同

致しました。森を生かす考えにほれました。

古いものを生かし現在に会う住宅づくりに感心しました。

● 木の特性を生かした住宅見学をさせていただき、あたたかみのある内容に感銘しました。

施主さんが木の良さを知っておられその思いがあってのことですね。

● 貴重な体験をさせていただきました。ありがとうございました。

古民家の木材を再利用されている点が、物を大切にされる想いや環境面からも

すばらしいと思った。

● 再利用材をつぎ足しされるなどの技術を目のあたりにでき、貴重な体験となった。

● 古民家の良さが生かされていて感動しました。ありがとうございました。

● 移築は家に対する強い思いと同時に大きな金額が必要で、そこが大きなネックです。

こうゆう工事が出来たことは、それぞれの分野のすばらしい職人に出会えたことも

大きな事だと思いました。

● 大変に感動し、勉強になりました。旧家と新技術のある形として合流。非常にモダンな

建築になってました。

● 施主さんの強い思いと建築士さんの経験を合わせてできた家だと思いました。

木を使うと経費が高くなると思われますが、地球のためにもあるものを使って行く

方向になればと思います。

● とてもいい体験でした。勉強になりました。木のぬくもりが伝わるとてもいい話も

聞けてよかったです。

● お住まいの方と小林建築士さんとの信頼関係があって実現したと思います。

自分も築45年の自宅を床下、フローリング、屋根瓦を更新しましたが、今日の見学

参考になりました。精一杯「木材」を大切にして「庭づくり」など楽しんでいます。

● 長年の願いがかない実行できたことにお礼申し上げます。ありがとうございました。

● 施主の住宅に対する強い思いとそれを形にした設計士と戦いが目に見えるようでした。

それを残されたご家族が豊に、そして亡くなられたご主人と今も共に暮らされている

印象を受けました。

残されたすばらしい古材からは現在も木の生気が感じられました。木の力はすごい。


